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HYCUとは

俳句から社名を付け、俳句が短い詩の中で心象を伝えるように、
HYCUは容易な構築・操作の中で優れたデータ保護（バックアップ）を提供します

28年以上の製品開発の歴史

（15-20のバックアップ/監視製品の開発請負い）

（製品提供開始後、HYCUとして分社化し、2018年設立）

100%チャネルビジネス（間接販売）

ディストリビューター経由での提供

2022年6月に$53Mの追加投資を受け、

合計$140Mを調達し投資ラウンドシリーズBへ



HYCUの価値：各プラットフォームに最適保護サービスを提供

運用負荷を低減するシンプルで容易な操作、機能連携、エージェントレスが特徴

オンプレミス環境：製品で提供

HYCU R-Cloud Hybrid Cloud Edition

• Nutanix環境

• VMware環境

• Hyper-V、Azure Local環境

• XenServer環境

• ファイルサーバー

• 物理Windows

• 物理Linuxマシン

• アプリケーションの保護

クラウド：SaaSで提供

HYCU R-Cloud

• Microsoft 365

• Google Workspace

HYCU R-Cloud

• AWS, Azure, Google Platform

• EntraID等のSaaSバックアップ

例：Amazon RDS, Atlassian Confluence, Atlassian Jira,

   Google BigQuery, CloudSQL, Okta, Salesforce



Leader in the 2025 - 2026 IDC MarketScape for SaaS Data Protection

IDC MarketScapeとは、IT業界の調査会社で
ある IDCが発行するベンダー評価レポート。
特定分野の製品・サービス提供企業を「現在
の能力」と「将来戦略」 の2軸で評価し、競
争力を可視化

横軸：戦略（将来性）
縦軸：能力（現時点の実力）
円の大きさ：市場シェア
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HYCU aiR を発表し、AI時代のデータレジリエンスへ

HYCU aiRとは：
AI Resilienceの意味で、バックアップデータを“保存するだ
け”ではなく、AIで分析・検索できるようにする新しい機能
/プラットフォーム。

自然言語検索：
• Salesforce と M365 のバックアップ内に個人情報が含

まれるファイルを探して
• 過去90日で Okta 権限変更があったユーザーを教えて
• AIエージェントがアクセスした顧客データを確認して

主な特徴：
• バックアップデータを横断検索
• PII/PHIなど機密データ検出
• Insider Risk（内部不正）
• 分析Identity Drift（権限変更追跡）
• AIエージェント活動の可視化
• SaaS/クラウド/DevOps/DBを横断分析

データは「守る」だけでなく、データ利用の「リスク把握」と「安全活用」の時代へ
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座学



HYCUの優位性

➢ 競争力のある価格体系

➢ 事前構築した仮想アプライアンス型バックアップサーバーにより、環境構築に伴うリスクを

抑制し、バックアップ基盤のセキュリティ強化

➢ 感染拡大につながる常駐エージェントを排除

➢ 運用負荷の軽減と導入・管理における手離れの向上を実現

➢ バックアップデータの異常状態を検出するセキュリティスキャン機能により、ランサムウェ

アなどのサイバー脅威からの復旧に備えた強固なデータ保護を実現

➢ クラウド活用を支える包括的なデータ保護・移行ソリューション

➢ Nutanixとの圧倒的な機能連携、Validated Design、Nutanix新サービスへの迅速な対応

➢ 完全日本語対応による、安心・快適な製品利用環境を提供
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ライセンス体系

• ライセンスはCPUソケットライセンス、CPUコアライセンス、

マシン数のOSインスタンスライセンス

ファイルサーバーの容量ライセンス

• オンプレミス環境にバックアップを提供するスタンダードエディションと、

クラウド移行やマルウェア検出機能を含むプレミアムエディションの2通り
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抜群の手離れ！超シンプルな構成

ハイパーバイザー

Backup

Controller

Instance

バックアップ

アーカイブ

Target
Manager

物理サーバ

ファイルサーバー

※ エージェントレスのシンプルな構成

※ スタンダードエディション：オンプレミス環境のバックアップ

プレミアムエディション ：クラウド移行やマルウェア/ランサムウェア検知等の機能が含まれます

Manager 複数のBackup Controllerを統合監視

Backup Controller
管理サーバー：仮想マシン/物理マシンのバックアップとマルウェア
/ランサムウェアスキャンを実行

Instance
ファイルサーバーやVMware VMのバックアップとマルウェア/ラン
サムウェアスキャンを実行

• SMB/NFS共有

• iSCSIストレージ

• クラウドストレージ

S3互換ストレージ
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完全日本語対応による、安心・快適な製品利用環境を提供
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感染拡大につながる常駐エージェントを排除

• VM/ディスク/ファイル単位で復元、プラット

フォームを跨いだ場所への復元も可能

• アプリの自動検索・認識（特許取得済み）

Active Directory, Exchange, MS SQL

Oracle, PostgreSQL, SAP HANA

• アプリケーション単位の復元

• データベースのポイントインタイム復元

• Nutanix/VMware/Hyper-V間の双方向移行

物理マシンを仮想環境へ復元

エージェントレス：エージェント不要のアーキテクチャ

• オンプレミスとパブリッククラウド間の双方向

移行（スピンアップ）
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不正アクセスを制限したロックダウン型アプライアンス

• Rocky Linuxベースの仮想アプライアンスにより、攻撃リスクを低減した安全なバックアップ基盤

• 必要最低限のパッケージのみインストール、不要なサービスやポートを無効化、不要アカウントの削除

• 特権アクセスを排除する高いセキュリティ管理  

• 最新のセキュリティパッチ適用により、継続的な安全性を確保

運用はブラウザから実行

※SSH接続を無効化することで、HYCU仮想アプライアンスの

OSへのリモートアクセスを制限。OSレベルの管理操作は、仮

想基盤側のコンソールなど限定された管理経路からのみ許可す

ることで、攻撃対象領域の削減に貢献。

※HYCU自体が過去マルウェアに感染した事例なし。
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マルウェア検出（ルールベース/シグネチャ検知）

オープンソースのYARAスキャンエンジンを活用した高速かつ効率的な検出

高速検出

• 本番データに近いスナップショットに対するスキャン実行
により高速検出を実現

• バックアップデータの再スキャンも可能

データコントロール

• データは常にお客様の管理下にあり、別環境に転送される
リスクなし

二重の保護 

• メタデータ解析に加え、バックアップ内の実データをス
キャンすることで、より精度の高いランサムウェア感染兆
候の検出を実現

フルスキャンと増分スキャン

• バックアップデータ量に応じて効率的にスキャンを実行し、
スキャン負荷を最適化



1. 最初のNutanix AHV専用のバックアップ/リカバリ製品

2. 最初かつ唯一のNutanix AHVにおけるエージェントレス・アプリケーション・バックアップ

3. ESXiホストのNutanix環境で、最初かつ唯一のスタンフリー・バックアップを実現

4. Nutanix Filesに対する最初の効率的でスケーラブルなバックアップ・ソリューション

5. Nutanix NearSync Volumesをバックアップする最初の認定製品

6. Nutanix Database (NDB) への対応

7. NC2 (Nutanix Cloud Clusters)への対応

8. 最初にNutanix Mineとの組み合わせを提供開始

9. 最初かつ唯一のNutanix CALMから完全展開が可能なバックアップ製品

10.最初かつ効率的でスケーラブル、インパクトフリーのSAP HANA（AOS上）バックアップ

11.最初かつ唯一のアプリケーション復元時間を保証する（RTO）バックアップ

12.最初かつ唯一のアプリケーションを自動検索するバックアップ・ソフトウェア

13.最初かつ唯一のレプリカ・スナップショットからのバックアップと復元機能を提供

14.最初にNutanix Objectsの認定を取得

15.最初にAHV Metroの認定を取得

Nutanixとの強力な機能連携差別化ポイント！
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Nutanix社内3,500台のシステムを保護するHYCUの信頼と実績

➢ 背景

• Nutanix社内環境は、USの3つのメイン・データセンターと世界各国の拠点に点在する

小規模のデータセンターから成り立ち、3,500台にも及ぶ仮想マシンで構成される

• Nutanixクラスタ間はReplicationが広範囲に使用されている

• 最適化かつパフォーマンスの高いAHVバックアップソリューションが必要

➢ HYCU選定理由

• HYCUによるNutanixとの親和性の高さとAHV対応

• リモートオフィス/ブランチオフィス環境への対応（Nutanixレプリケーションと連携

し、リモート拠点からデータセンターへレプリケトされたデータ経由でバックアップ

が可能）

• Nutanix新機能・新バージョンへの迅速な対応
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CVM CVM CVM

VM 1 VM 2 VM 3

Nutanixクラスタ

Share Share Share

Nutanix Fileサーバ

BLOB/
更新ファ
イル

バックアップ

スナップショット 

Change File 
Tracking
REST API 

FSVM FSVM FSVM NFS / 
SMB

ファイルサーバーに余計な負荷や処理

はなし

CFTを活用した高速増分バックアップ
（※CFTはNutanixとHYCUの共同開発）

スナップショット活用によるファイル整

合性とポイントインタイムバックアップ

HYCU instanceのスケールアウトによる

ロードバランス

HYCU for Nutanix Files

ファイル整合性を維持しながら、最高のパフォーマンスを提供

重要：パフォーマンスとコストの両面から他社製品を断念し、HYCUを検討する理由の一つ

HYCU
Backup

Controller

HYCU
Instance

保存場所

BLOBによるバックアップ高速化

永久増分バックアップ
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バックアップ

Nutanix Files以外のファイルサーバー

永久増分バックアップも可能

HYCU
Backup

Controller

HYCU
Instance

保存場所

管理

• Dell PowerScale OneFS
スナップショット活用によるファイル整合性とポイントインタイムバックアップ
変更ファイルリスト活用による高速増分バックアップ

• NetApp ONTAP
スナップショット活用によるファイル整合性とポイントインタイムバックアップ
変更ファイルリスト (SnapDiff) 活用による高速増分バックアップ

• Azure Files
SMB共有のバックアップ

• 汎用ファイルサーバー
機能連携なし、ただし全てのSMB/NFS共有のバックアップを実現
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Nutanix Prism + ESXi ホストおけるVMバックアップ

Storage Container

他ベンダーだと
VMスタン発生のリスク

IT管理者はスタンが起こ
らないことを祈るのみ

HYCUはVMスタンが発生しません

Storage Container

IT管理者はいつも通りの
指示をするだけ

VM VM VMVM VM VM

重要：VMスタン回避が課題で他社を断念し、HYCUを選択
Nutanixスナップショットを活用した高速復元
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バックアップ

Nutanixのレプリケーションと連携し、3-2-1ルールを実現する機能

Async、Near Sync、Leapに対応！

本番サイト DRサイト

保護ドメイン/Leap

レプリケーション

Storage ContainerStorage Container

VM VM VM VM VM VM’ VM’ VM’ VM’ VM’

対象VM リモートスナップショット

バックアップ復元

HYCU Backup from Replica

HYCU
Backup

Controller

保存場所

Near Sync環境で動作するバックアップはHYCUだけ！
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NDB クラスタ

データセンター

バックアップ

イミュータブル
ストレージ

Nutanix AHV/ESXi
環境において

VMスタンの発生なし

復元

多様なストレージ
を選択可能

シンプルかつ
高速復元

クラウドへのDR

安心安全な
長期保管の実現

NAS iSCSI

On-Prem

NAS SMB

NUS

アプリケーション整合性

Nutanix Database (NDB) 保護
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Nutanix/VMware vSAN

HYCU

サーバー

バケット

永久増分

アーカイブ

復元

効率的な災害対策とランサムウェア対策：Nutanix/VMware + HYCU + クラウド

スナップショット保持

➢ Nutanix/vSANスナップショットとクラウドアーカイブの作成

• オンプレミスのバックアップストレージの排除

➢ HYCUによる復元

• Nutanix/vSANスナップショットからの高速復元

高速復元

• クラウドへの永久増分アーカイブ保管

• クラウドからの復元（複数世代・長期保管可能）
オブジェクトロックによる

ランサムウェア対策

DRサイトとして活用

※構成ファイルの変更により、VMFS/NFSデータストアでも同様の設定が可能

（VMwareスナップショットを保持するとパフォーマス低下するため既定で無効化） 22



クラウドへのバックアップ

データセンター

AHV/ESX

オンプレミス環境

ターゲットストレージ

バックアップ

NAS, iSCSI

NUS  

On-Prem

NAS, SMB

サイバー
アタック

マルウェア

データ破損

多様な脅威
!

VM VM VM

VM

エージェントなし
プロキシなし

クラウドへの
移行・DR

数クリックの
簡単操作

低コストかつシンプル構成でのクラウド連携

クラウドへの移行 クラウド環境のバックアップ

※クラウドへの移行とクラウド環境のバックアップにはプレミアムエディションが必要です
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Data Domainとの DD Boost統合

仮想基盤

物理サーバ：

直接データ転送を行うため、
DD Boost連携なし

バックアップ

DD Boost 連携：
必要なデータのみをHYCUが転送することでスループットを最大50%向上
ネットワークへの負荷を低下

HYCU

ファイル

サーバー

Retention Lock 連携：
ランサムウェア対策としてデータを書き換え不可の状態で設定期間保存
保持が必要なデータに対して、HYCUが書き換え不可期間を自動的に更新

• クライアントダイレクト（バックアップと復元）

• 転送時・保存時のデータ暗号化

• CRS Vault - 分離と不変性

• インターフェイス グループ（ロードバランスと
フェールオーバー）

• Managed File Replication（HYCUのコピージョブ
の代わりに実行）
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基本構成



HYCU R-Cloud Hybrid Cloud Edition（略称R-Cloud HCE）について

• HYCU R-Cloud Hybrid Cloud Editionとは、オンプレミス環境のデータ保護（バックアップ/アーカイブ/復元等）を提

供するバックアップソリューションであり、仮想アプライアンスとして提供される製品である。

• HYCUサーバーは動作モードは３つ：

• HYCU Backup Controller：仮想マシン/物理マシンのデータ保護を実行し、また、プレミアムエディションではマル

ウェア/ランサムウェアスキャン機能も実行する。仮想基盤上に展開し、1台で複数のクラスタ環境と物理マシンの保護

が可能。

• HYCU Instance：ファイルサーバーのデータ保護を実行し、VMware vSphere環境ではHotAdd転送モードを行うプロ

キシとして動作する。また、プレミアムエディションではマルウェア/ランサムウェアスキャン機能も実行する。

• HYCU Manager：複数のHYCUバックアップコントローラーを統合監視用途で使用する。多くの場合展開は不要。

• HYCU内蔵のディスクには構成情報やログを保持

• ターゲットストレージに保存されるバックアップ/アーカイブデータはメタデータを含むため、別のHYCU Backup 

Controllerから復元を実行することも可能。
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HYCUサーバーについて

• HYCUサーバーはRocky Linuxをベースに必要なソフトウェアをパッケージ化した軽量の仮想

アプライアンス。

• 30日間のフリートライアルのキーが組み込まれている為、ライセンス無しでも直ぐに評価を

開始可能。

フリートライアルのリクエストはこちら：https://www.hycu.com/ja/get/trial-start

• ビルドはイメージファイルとして提供しており、イメージファイルはサポートポータルから

入手します。

https://support.hycu.com/hc/en-us

• 30日間のトライアル期間のほか、トライアルライセンス・NFRライセンス・正規ライセンス

があり、トライアルとNFRのライセンスキーは申請により提供可能です。
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データ取得の仕組み

データ取得ルールはポリシー内で指定

• データ取得はバックアップ、コピー、アーカイブの３タイプ

• 仮想マシンのバックアップはNASへの「完全バックアップ+増分バックアップ」、

オブジェクトストレージへの永久増分バックアップ＝「スナップショットのみ」+ 「永久増分アーカイブ」

• 物理マシンのバックアップはNASへの「完全バックアップ+増分バックアップ」のみ

• ファイルサーバーのバックアップは「完全バックアップ+増分バックアップ」または「永久増分バックアップ」の２種類

• アーカイブは「オブジェクトストレージストレージへの永久増分アーカイブ」または「その他ストレージへの常にフル

アーカイブ」の２種類。ただし、ファイルサーバーの「永久増分バックアップ」と組み合わせると、常にフルアーカイブ

になる

• コピーはバックアップデータのコピー実行

• バックアップのスケジュールはポリシー内のバックアップ頻度とバックアップウィンドウで管理

• コピーのスケジュールはコピーウィンドウで管理

• アーカイブのスケジュールは開始日/時間を指定

• データ取得時にデータの保持期間を指定し、期限切れ後、関連するデータ（完全+増分）が削除可能なタイミングでまとめ

て実データを削除、削除は１時間毎に実行するクリーンアップジョブにて行う
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データ取得方式の一例

対象ソース 種類 データ取得方式 バックアップ先 アーカイブ先（長期保管）

Nutanix AHV/ESXi 仮想マシン

完全/増分バックアップ SMB/NFS/iSCSI/オブジェクトストレージ オブジェクトストレージ

永久増分バックアップ
（スナップショット+永久増分アーカイブ）

スナップショット オブジェクトストレージ

VMware vSphere

仮想マシン 完全/増分バックアップ SMB/NFS/iSCSI/オブジェクトストレージ オブジェクトストレージ

仮想マシン
※VMFS/NFS時は構成
ファイルの変更が必要

永久増分バックアップ
（スナップショット+永久増分アーカイブ）

スナップショット オブジェクトストレージ

Azure Local/Hyper-V 仮想マシン 完全/増分バックアップ SMB/NFS/iSCSI/オブジェクトストレージ オブジェクトストレージ

XenServer 仮想マシン

完全/増分バックアップ SMB/NFS/iSCSI/オブジェクトストレージ オブジェクトストレージ

永久増分バックアップ
（スナップショット+永久増分アーカイブ）

スナップショット オブジェクトストレージ

Windows 物理マシン 完全/増分バックアップ SMB オブジェクトストレージ

Linux 物理マシン 完全/増分バックアップ NFS オブジェクトストレージ

ファイルサーバー 共有フォルダ 永久増分バックアップ SMB/NFS/オブジェクトストレージ
SMB/NFS/オブジェクトストレージ
※アーカイブではなくコピー 29



• HYCU VMは時刻設定を行う必要がなく、HYCU  VMが稼働するNutanixクラスタをソースと

して登録することで、Nutanixクラスタ側の時刻設定を引き継ぎます。

vSphere環境では、vSphere環境から時刻設定を引き継ぎます。

Azure Local/Hyper-V環境では、時刻設定を引き継ぐことはございません。

• 帯域幅は「ネットワーク」→「スロットリング」メニューで設定

宛先、帯域幅制限、時間帯を指定

• 通知は「イベント」→「通知」で設定

EメールまたはWebhookを利用

カテゴリーとステータスを指定

• Active Directory連携やシングルサインオン対応、RBAC権限管理、セルフサービス

運用について

30



HYCU自身の保護について

• HYCU Backup Controller他の仮想マシンと同様にバックアップすることができます。

※HYCU Backup Controllerはライセンスを消費しない仕様です。

※HYCU InstanceとManagerはバックアップすることなく、再構築で対応できます。

• 復元は以下の手順で行います

1. 一時的なHYCUバックアップコントローラーを展開

2. バックアップデータが保存されているターゲットを「インポート」

3. 復元先仮想基盤をソースとして登録

4. バックアップから元のHYCUバックアップコントローラーを復元

5. 手順１で作成したHYCUバックアップコントローラーを削除し、元のHYCUバックアップ

コントローラーを起動
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HYCUサーバーの準備



製品の入手

製品入手方法は２通り。１つはHYCUからダウンロードリンクをご案内します。

もう１つは、サポートポータルのアカウントを入手し、サポートポータルからダウンロードする方法です。

① https://support.hycu.com へサインインします。

② [Downloads] を選択します。
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製品の入手

③ [R-Cloud Hybrid Cloud edition]下のリンクから

[Download Portal]を開きます。

④ [Download Portal] へサポートアカウント
でサインインします。
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製品の入手

⑤ 対象となるイメージファイルをダウンロードします。
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VM数 vCPU数 コア数 メモリ
（GB）

OSディスク
（GB）

データディス
ク（GB）

最小 4 1 4 20 128

50台未満 8 1 12 20 128

50-200台 8 2 24 20 128

200-500台 16 2 48 20 128

500台以上 複数のHYCU VMを検討

HYCUコントローラーのリソース

詳細：細かなサイジングは以下の考え方に沿って行います。
• クラウドストレージにデータを保存する場合、vCPUとメモリを16以上にします。保護対象VMが少ない場合はこれに限りません。
• 同時バックアップ数に合わせてvCPUとメモリを追加します。HYCUによる圧縮処理が無い場合は同時１台につきvCPUを１とメモリを１GB追加します。

圧縮処理を行う場合は同時１台につきvCPUを1.5とメモリを2GB追加します。
✓ 例1：4台同時バックアップ、HYCUによる圧縮なし

5 vCPU（管理用1 + 同時４）、8GBメモリ（最小4GB + 同時４GB）
✓ 例2：8台同時バックアップ、HYCUによる圧縮あり

13 vCPU（管理用1 + 同時8 x 1.5）、20GBメモリ（最小4GB + 同時16GB）
• 暗号化を有効化しても、リソース追加は特に必要ありません。
• 推奨リソースを満たしていなくでもバックアップ/復元は行えますが、パフォーマンスに影響があります。

※R-Shieldによるマルウェア/ランサムウェアスキャンを行う場合、CPU/メモリリソースは単純に２倍
と考えてください。リソース増加が難しい場合、HYCU Instanceを展開することで、HYCU Instanceが
マルウェア/ランサムウェアスキャンを実行することもできます。
マルウェア/ランサムウェアスキャンを実行するマシンは製品が自己判断/自己選定します。

HYCU仮想アプライアンスのサイジング
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HYCU マネージャーのリソース

 多くの場合、4vCPU、1コア、4GBメモリ、OSディスク20GB,データディスク128GBのリソースで作成。

HYCU仮想アプライアンスのサイジング

HYCU インスタンスのリソース

 多くの場合、8vCPU、1コア、16GBメモリ、OSディスク20GB,データディスク128GBのリソースで自動作成。必要時はサイジングを実行。

※R-Shieldによるマルウェア/ランサムウェアスキャンを行う場合、CPU/メモリリソースは単純に２倍
と考えてください。リソース増加が難しい場合はHYCU Instanceを複数台展開することで、HYCU 
Instanceがマルウェア/ランサムウェアスキャン処理を分散実行できます。
マルウェア/ランサムウェアスキャンを実行するマシンは製品が自己判断/自己選定します。
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ターゲット（バックアップストレージ）のサイジング

HYCUの圧縮機能を利用する場合、実績としてバックアップデータ容量の約50%を削減

容量計算は以下の情報を元に算出
 保護対象となるVM数やファイルサーバーの容量
 保護対象のデータ総容量とVM毎の平均データ容量（バックアップ対象は実容量のみ）
 日々のデータ変更率や増加率
 バックアップ実行頻度と保持世代数、実行時間帯
 同時処理数
 ターゲットストレージのタイプと重複排除機能の有無
 データ圧縮の必要性
 コピージョブやアーカイブの必要性
※ オブジェクトストレージへのアーカイブは「永久増分方式」を採用
※ ファイルサーバーのバックアップは「永久増分方式」が可能
※ Nutanix VM/VGに対しては、1次バックアップとしてNutanixスナップショットのみのバックアップが可能
サイジングツール：
https://tools.hycu.com/HYCUProtegeSizingCalculator/#/sizing-tool-calculator

ストレージ側の圧縮/重複排除機能を利用する場合、削減量はデータタイプやストレージタイプ
に依存するが、削減効果は高い
Windowsサーバーの重複除去機能も効果的。ただし、64TBの制限に注意
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簡易ヒヤリングシート



お客様情報

お客様情報

会社名 HYCU, Inc.

ご担当者名 IT Admin

住所 xxx,xxx,xxx,xxx,xxx

電話番号 0123456789

Emailアドレス itadmin@hycu.com
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ソース情報

ソース情報 値 ノート

ソースタイプ
Nutanix Prism、vCenter、ファイルサーバー、Hyper-V/Azure Localホスト
名、または物理マシン等

ハイパーバイザーのタイプ

バージョン AOS、Files、または ESXi

CVM VLAN Nutanixの場合のみ

ターゲットが同じVLAN上か はい/いいえ

仮想マシンVLANは管理VLANと同じか はい/いいえ

クラスターのノード数

仮想マシン数、ファイルサーバーの容量

HYCUライセンス CPUソケット、コア、インスタンスライセンスの種類と数
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値 ノート

ターゲットタイプ

容量 NASでは空白、オブジェクトストレージでは上限を設定

場所

ターゲット名

同時バックアップ数

接続認証情報 アカウント情報

圧縮・暗号化機能の有無 HYCU側の設定

圧縮・重複排除機能の有無 ストレージ側の設定

ターゲット（バックアップストレージ）のパラメータ
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バックアップコントローラのパラメータ

HYCU バックアップコントローラ
（管理サーバー）

値 ノート

バージョン

アップデート

Adminアカウントのパスワード GUIサインインアカウント、既定のパスワードは admin

hycuアカウントのパスワード ローカルコンソールアカウント、既定のパスワードは hycu/4u

AdminアカウントのEmailアドレス オプション（設定なしでも問題なし）

複数ネットワーク/複数NICの必要性 はい/いいえ、はいの場合はNICの枚数

ホスト名

IPアドレス

サブネットマスク

デフォルトゲートウェイ

DNS

ドメイン名
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インスタンスのパラメータ

HYCU インスタンス 値 ノート

ファイルサーバーのバックアップやVMware環境のHotAdd転送モードの場合にインスタンスが必要

バージョン

アップデート

複数ネットワーク/複数NICの必要性 はいの場合はNICの枚数

NIC 1

ホスト名

IPアドレス

サブネットマスク

デフォルトゲート
ウェイ

デフォルトゲートウェイは1ホストに１つ

DNS

ドメイン名

Macアドレス 複数NICの場合は必要

NIC 2

ホスト名

IPアドレス

サブネットマスク

デフォルトゲート
ウェイ

DNS

ドメイン名

Macアドレス 複数NICの場合は必要

vCPU数、メモリ容量

展開先ノード

展開先ストレージ
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ポリシー設定

ポリシー名 説明（オプション） 有効なオプション

バックアップ バックアップチェーン

ターゲット
バックアップ
ウィンドウバックアップ頻

度
単位 復旧時間 単位 保持期間 単位 しきい値

チェーンの
長さ

Gold Backup every 4h, recover within 4h バックアップ 4 時間 4 時間 1 週 25% 自動選択

silver Backup every 12h, recover within 12h バックアップ 12 時間 12 時間 1 週 25% 自動選択

Bronze Backup every 24h, recover within 24h 1 日 1 日 1 週 25% 自動選択

日次バックアップ バックアップ 1 日 1 日 2 週 7 SMB NAS
平日増分-週末完

全

共有フォルダ
共有フォルダ名 永久増分バックアップの設定

はい/いいえ
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バックアップウィンドウ

バックアップウィンドウ

名前（表示名） 説明 タイムゾーン
完全/増分バックアップが
実行される曜日と時間帯
（Full/Incremental）

増分バックアップが
実行される曜日と時間帯
（Incremental only）

平日増分-週末完全 業務時間外 Asia/Tokyo(GMT+9:00)
SAT 00:00 – 24:00
SUN 00:00 – 24:00

MON 00:00 – 06:00
TUE 00:00 – 06:00
WED 00:00 – 06:00
THU 00:00 – 06:00
FRI 00:00 – 06:00
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アカウント設定

ユーザーリスト

ユーザー名 言語 タイプ 名前 Email（オプション） パスワード

HYCU 日本語 HYCU Admin password

AD User 日本語 AD User

ユーザータイプは「ローカルアカウント」「ADアカウン
ト」「ADグループ」から指定します。ローカルアカウント
作成時のみ、パスワードを設定します。

ロールは「管理者」「バックアップと復元オペレーター」
「復元オペレーター」「バックアップオペレーター」「閲覧
者」から選択します

グループ

グループ名 説明 仮想マシンの自動割り当て メンバー ロール

Infrastructure

Admin 管理者
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バックアップコントローラーの展開



① イメージファイルのアップロード

シナリオ１：AHVへのバックアップコントローラーの展開

② 仮想アプライアンスの作成

例：hycu-5.2.0-4695.qcow2の場合

※登録名はイメージ名と統一すること

49



シナリオ１：AHVへのバックアップコントローラーの展開

Disk: CD-ROMの削除（オプション）

Disk1台目：イメージサービスからクローン

Disk2台目：データディスク（メタデータと

ログ保存用）として128GBディスクを作成
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シナリオ１：AHVへのバックアップコントローラーの展開

NICの追加：

Nutanix環境との接続は1台目のNICとなりますが、異なるネットワークに接続されてい

るストレージをターゲットとする環境では複数NICを設定します。

HYCU側でNIC枚数の制限はありません。

③ 仮想マシン作成後、仮想マシンを起動
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④ 仮想アプライアンスのモード指定
「1 HYCU Backup Controller」と
ネットワーク設定の入力

以上で展開作業は終了

⑤ ブラウザから管理画面に接続

https://(コントローラーのアドレス):8443 に接続

シナリオ１：AHVへのバックアップコントローラーの展開

ユーザー名：admin

パスワード：admin
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① OVFテンプレートのデプロイ

シナリオ２：ESXiへのバックアップコントローラーの展開

② ウィザードに従い、設定を進める

vCenterから[OVFテンプレートのデプロイ]を実行し、[ローカルファイル]

の[ファイル選択]ボタンからダウンロードしたファイル2つを指定
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③ OVFテンプレートのデプロイ

シナリオ２：ESXiへのバックアップコントローラーの展開

④ ネットワーク情報を入力

[設定]画面で[HYCU Backup Controller]を選択し、[NEXT]に進む。
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⑤ OVFテンプレートのデプロイ

シナリオ２：ESXiへのバックアップコントローラーの展開

設定を確認し、問題が無ければ[FINISH]をクリック

注意点：展開後にCPU数とメモリ容量を要件に合わせて変更

してください。その後にVMを起動します。

⑥ ブラウザから管理画面に接続

https://(コントローラーのアドレス):8443 に接続

以上で展開作業は終了

ユーザー名：admin

パスワード：admin
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シナリオ３：Hyper-Vへのバックアップコントローラーの展開

前提条件：

• ソースとして登録するのはHyper-VフェールオーバークラスタのFQDNになります。

• Hyper-Vマネージャーから、仮想ハードディスクの既定の保存先をローカルから共有ディスクへ変更します。

（既定でローカルに保存する設定であり、HYCUにアクセス権がないと “Can not initialize nbd device /dev/nbdX”

のようなエラーにより、復元ジョブが失敗します。）
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① VHDファイルを共有ディスク上に配置

シナリオ３：Hyper-Vへのバックアップコントローラーの展開

② 仮想マシの作成

[フェールオーバークラスターマネージャー]管理画面から、対象

クラスタを選択し、[仮想マシンの新規作成]を実行します。

その後はウィザードに従って進めます。
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③ ネットワークの構成で、フェールオーバー
クラスターと通信できるネットワークアダプ
ターを指定

シナリオ３：Hyper-Vへのバックアップコントローラーの展開

④ 仮想マシの作成

[既存の仮想ハードディスクを使用する]を選択し、配置した

HYCUのVHDを指定します。
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⑤ 新規作成ウィザードを完了

シナリオ３：Hyper-Vへのバックアップコントローラーの展開

⑥ ２台目の仮想ディスクの追加

128GBの空ディスクを作成し、2台目のディスクとして追加します。
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⑦ 仮想アプライアンスのモード指定
「1 HYCU Backup Controller」と
ネットワーク設定の入力

以上で展開作業は終了

⑧ ブラウザから管理画面に接続

https://(コントローラーのアドレス):8443 に接続

ユーザー名：admin

パスワード：admin

シナリオ３：Hyper-Vへのバックアップコントローラーの展開
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① vmdkイメージを用いて仮想マシンを作成

・XenCenter のインストール必須

・Storage欄、「Place all imported virtual disks on this target SR」と「BIOS Boot」を指定

シナリオ４：XenServerへのバックアップコントローラーの展開
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シナリオ４：XenServerへのバックアップコントローラーの展開

② 128GBディスクをアタッチ
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言語の切り替え

サインイン後、最初は英語画面になっていますが、アカウント毎に言語の指定が可能です。

表示言語を切り替えるには、画面右上のアカウントをクリックし、[Update Profile]を選択します。

[Language]で日本語を選択し、[Save]ボタンをクリックします。
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インスタンスの展開



Instanceについて

バックアップの設定はBackup Controllerから行い、Instanceはファイルサーバーのバックアップ、VMware 

vSphere環境でのHotAdd転送モードのVMバックアップ、マルウェア/ランサムウェアスキャンの処理を行います。

NIC１枚構成の場合は特に複雑な展開作業は必要なく、管理画面から簡単にInstanceを展開できます。

Nutanix Filesの場合、管理ネットワークとクライアントネットワークが分離されていることが多く、このような構

成ではInstanceも複数のNIC構成となります。本セクションではNutanix Filesを前提としてNIC２枚構成の設定につ

いて記載しています。
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Nutanix Filesのバックアップ

バックアップコントローラーはNutanix CVMと通信をするため、インスタンスも同様にNutanix CVMと通信するネットワークに接続

します。ただし、FilesのバックアップはSMB共有フォルダ/NFS共有フォルダ単位で取得するため、クライアント側のネットワークと

も通信できる必要があります。

下図のように、「Storage Network」と「Client-Side Network」の両方と通信できる必要があります。
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両ネットワーク間が疎通する環境では、バックアップコントローラーとインスタンスはNIC1枚を使ってネットワークに接続できます。

ですが、両ネットワークが疎通しない環境では、NICを2枚登録し各ネットワークに接続設定を行う必要があります。

今回は「Storage Network」と「Client-Side Network」が完全に分離されていることを前提にした手順をご紹介します。

設定の流れはこちらです。

事前準備：

• バックアップコントローラーにソースとしてNutanix Filesクラスタを登録

• Nutanix FilesクラスタにHYCUイメージファイルをアップロード

設定手順：

1. バックアップコントローラー画面から、2枚目のNICのネットワークを設定

2. バックアップコントローラー画面から、インスタンスを手動展開

3. インスタンスのNIC設定

Nutanix Filesのバックアップ
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① ソースの追加

HYCU画面でソースに進みます。ハイパーバイザー

としてNutanix Files クラスタを登録します。

事前準備
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② イメージファイルのアップロード

例：hycu-4.9.0-5310.qcow2の場合

※登録名はイメージ名と統一すること

事前準備
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１．バックアップコントローラーで２枚目のNIC設定

① Prism画面からバックアップコントローラーをシャットダウンし、2枚目のNICを追加します。
その後、マシンを起動します。

② HYCU管理画面にサインインし、画面右上の管理メニューから[ネットワーク]をクリックします。

③ 2枚目のNICを選択し、[編集]ボタンをクリックします。
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１．バックアップコントローラーで２枚目のNIC設定

④ クライアントネットワーク側のIP設定を入力します。デフォルトゲートウェイをストレージネットワーク側で
有効にする為、こちらは空白のままにし、[保存]をクリックします。
※クライアントネットワーク側にデフォルトゲートウェイを設定する場合はこちらにゲートウェイのIPアドレス
を入力します。

「このポートでリスニングを有効にする」

を有効化すると、HYCU管理画面に接続が

できます。ポート番号を指定します。
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１．バックアップコントローラーで２枚目のNIC設定

⑤ ネットワーク設定の変更により、一度セッションが切断されるため、再度接続します。
その後、ネットワーク設定が反映したことが確認できます。

今回はストレージネットワーク側が[メイン]となっています。クライアントネットワークを経由してクラウド等に

バックアップする場合、クライアントネットワーク側を[メインに設定]にする必要があります。これは、[メイン]

のネットワークがデフォルトゲートウェイを持つ為です。
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２．インスタンスの展開

① HYCUインスタンスメニューにクリックします。

② [+新規]ボタンをクリックします。
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２．インスタンスの展開

③ インスタンスのIP設定を行います。ここでは、ストレージネットワーク側に
接続するNICが1枚の構成になります。最後に[保存]をクリックします。
数分後、インスタンスが正常に作成されたことが確認できます。
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３．インスタンスのNIC設定

① Prism画面からインスタンスをシャットダウンし、2枚目のNICを追加します。その後、マシンを起動します。

② SSHでインスタンスに接続し、NICのネットワークを設定します。
ローカルコンソールのアカウント
ユーザー名：hycu
パスワード：hycu/4u

③ テンプレートファイルを/tmpディレクトリにコピーします。
cp /opt/grizzly/misc/ifcfg-mainnetwork.template /tmp/ifcfg-mainnetwork
もう１つコピーします。
cp /opt/grizzly/misc/ifcfg-mainnetwork.template /tmp/ifcfg-clientnetwork
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３．インスタンスのNIC設定

④ メインネットワークのIP設定を行います。
nano /tmp/ifcfg-mainnetwork

⑤ 以下の値を入力します。
• HWADDR=（メインNICのMACアドレス）

※MACアドレスはPrismの仮想マシン設定から確認
• DEFROUTE=yes（デフォルトゲートウェイ側をYes）

• IPADDR=（IPアドレス）
• PREFIX=（サブネット）
• GATEWAY=（ゲートウェイ）
• DOMAIN=（ドメイン名）
• DNS1=（DNSサーバー）

⑥ 最後に、CTRL + X を入力し、次の確認にてY を入力
し保存します。
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３．インスタンスのNIC設定

⑦ クライアントネットワークのIP設定を行います。
nano /tmp/ifcfg-clientnetwork

⑧ 以下の値を入力します。
• HWADDR=（クライアントNICのMACアドレス）

※MACアドレスはPrismの仮想マシン設定から確認
• DEFROUTE=no（デフォルトゲートウェイ側をYes）

• IPADDR=（IPアドレス）
• PREFIX=（サブネット）
• GATEWAY=（ゲートウェイ）

※ゲートウェイ側でない場合はブランク
• DOMAIN=（ドメイン名）
• DNS1=（DNSサーバー）

⑨ 最後に、CTRL + X を入力し、次の確認にてY を入力
し保存します。
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３．インスタンスのNIC設定

⑩ 編集したファイルを/hycudata/etc/sysconfig/network-scriptsにコピーします。
sudo cp /tmp/ifcfg-* /hycudata/etc/sysconfig/network-scripts

⑪ cd /etc/sysconfig/network-scriptsコマンドを実行し、次に ls コマンドでifcfg-internal_xxx ファイルを探します。

⑫ sudo rm ifcfg-internal_* コマンドでファイルを削除します。

⑬ sudo systemctl reboot コマンドでインスタンスを再起動します。設定は以上です。
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３．インスタンスのNIC設定（補足）

※クライアントネットワークを[メイン]に設定する場合、

インスタンス側の/opt/grizzly/config.propertiesファイルに以下の値を登録し、インスタンスを再起動する必要があります。

catalog.master.url.override=https://(IP address):8443

このIP addressとは、バックアップコントローラーのストレージネットワーク側のIPアドレスです。この値により、クライアント側が

[メイン]に変更されても、インスタンスは引き続きストレージネットワーク経由でバックアップコントローラーの設定情報を取得します。

設定方法はこちらです。

1. SSHでインスタンスに接続します。

2. config.propertiesファイルを開きます。

sudo nano /hycudata/opt/grizzly/config.properties を実行します。

3. 一番下にcatalog.master.url.override=https://(IP address):8443を追加します。

4. CTRL + X を入力し、次の確認にてY を入力し保存します。

5. sudo systemctl reboot コマンドでインスタンスを再起動します。

以上です。
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HYCUの運用



1. ソース（保護対象）としてNutanixクラスタを登録

2. ソースとしてNutanix Filesを登録

3. ターゲット（バックアップストレージ）の登録

4. ポリシー（バックアップ/アーカイブ等のジョブのルール）の作成と割り当て

5. 仮想マシン/ファイルフォルダ/アプリケーション単位の復元

6. ジョブの結果確認とイベント通知、ログ収集

7. アカウントの作成と権限付与

運用で必要となる作業

81



１．ソースとしてNutanixクラスタを登録
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ソースとしてNutanixクラスタを登録

ハイパーバイザータブを選択し、「+新規」を
クリックします。

① HYCU画面でソースに進みます。
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ソースとしてNutanixクラスタを登録

② Nutanixクラスタ接続のため、次の値を入力します。

• URL：Nutanixクラスタのアドレスをhttps://xxx:9440の形式で入力
• ユーザー名：
• 上記ユーザーのパスワード：

※URLの最後の / は入力しないこと。入力すると無効なURLと表示されます。
※Nutanix側のアカウントはCluster Adminロールが必要です。

※vSphere環境ではvCenterを登録します。
※Hyper-V環境ではフェールオーバークラスタを

https://FQDN名で登録します。
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ソースとしてNutanixクラスタを登録

登録が完了すると画面左側の「仮想マシン」メニューから保護対象のインベントリ情報が確認できます。

これでソースの登録は完了ですが、管理権限のある資格情報を割り当てることで、VM内のアプリケーション認識・アプリ

ケーションバックアップ、プレ/ポストコマンドの実行、ファイルデータの直接復元等が実行できるようになります。
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資格情報の割り当て

① 画面右上の[資格情報]ボタンをクリックします。

② [+ 新規]ボタンをクリックし、アカウントを登録します。

③ [仮想マシン]ビューから対象となるVMもしくは物理
マシンを選択し、再度[資格情報]ボタンをクリックし
ます。割り当てるアカウントを選択し、[割り当て]ボ
タンをクリックして、割り当ては完了です。

データベースが稼働するVM等の場合、整合性確保のため、

資格情報を割り当てが必要なことがあります。
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資格情報の割り当て

[検出]列に緑のチェックマークが付けば、自動検出は正常に完了しています

アプリケーションが自動検出されると、[アプリケーション]ビューに検出されたアプリケーションがリスト表示されます。
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２．ソースとしてNutanix Filesを登録
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ソースとしてNutanix Filesを登録

① HYCU画面でソースに進みます。

ファイルサーバータブを選択し、「+新規」を

クリックします。
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② Files接続のため、次の値を入力します。

• 表示名：任意の名前

• URL：Nutanix Filesのクライアントネットワーク側のアドレスをhttps://xxx:9440の形式で入力

• REST APIユーザー名：

• 上記ユーザーのパスワード：

ソースとしてNutanix Filesを登録
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③ 共有フォルダバックアップのため、次の値を入力します。

• SMBバックアップ管理ユーザー名：

• 上記ユーザーのパスワード：

ソースとしてNutanix Filesを登録

91



以上で登録作業は完了です。

「共有フォルダ」メニューにNutanix Files上の共有フォルダが表示されます。

ソースとしてNutanix Filesを登録
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※Nutanix FilesのクライアントネットワークのアドレスはPrism画面→[File Server]メニューから対象

Filesを選択し、[Update]→[Network Configuration]画面から確認できます。

ホスト名へ名前解決できている場合はホスト名を使用できます。

ソースとしてNutanix Filesを登録
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※Nutanixにアクセスする際に使用するアカウント情報はPrism画面→[File Server]メニューから対象Filesを選択し、

[Configure]→[Manage roles]画面から確認できます。

ソースとしてNutanix Filesを登録
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３．ターゲットの登録
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シナリオ１：NASをバックアップターゲットとして登録

「+追加」ボタンをクリックし、タイプでSMBを選択します

① HYCU画面左「ターゲット」を選択します
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[同時バックアップ数]欄に同時バックアップのジョブ数を入力します。
VM４台を同時にバックアップする場合はここに４の値を入力します。
1つのターゲットに対し複数台を同時バックアップできますが、スト
レージのスループットやHYCU VMのリソースに大きく影響を受ける
ため、あまり大きな値を入力しないことが多いです。

[アーカイブに使用]欄は、アーカイブ専用ストレージの場合にトグル
を有効にします。

[圧縮を有効にする]欄は、バックアップデータの圧縮を有効・無効に
できます。

② 任意のターゲット名を入力

シナリオ１：NASをバックアップターゲットとして登録
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③ ターゲットタイプの選択

権限のあるアカウント情報、SMBサーバー、共有フォルダの情報を
入力します。

[ターゲットの暗号化]を有効にすると、AES256によるデータ暗号化
が有効になります。データ転送中およびデータ保存中のデータが暗
号化されるため、セキュリティが強化されます。
[保存]ボタンをクリックすることで、ターゲット登録は完了です。

※NASの場合、容量オプションは空欄にします

シナリオ１：NASをバックアップターゲットとして登録
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「+追加」ボタンをクリックし、タイプでAWS S3を選択します
※Wasabi等AWS S3互換ストレージもこのタイプを選択します

① HYCU画面左「ターゲット」を選択します

シナリオ２：クラウドをアーカイブターゲットとして登録
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[同時バックアップ数]欄に同時バックアップのジョブ数を入力します。
VM４台を同時にバックアップする場合はここに４の値を入力します。
1つのターゲットに対し複数台を同時バックアップできますが、スト
レージのスループットやHYCU VMのリソースに大きく影響を受ける
ため、あまり大きな値を入力しないことが多いです。

[アーカイブに使用]欄は、アーカイブ専用ストレージの場合にトグル
を有効にします。

[圧縮を有効にする]欄は、バックアップデータの圧縮を有効・無効に
できます。

※オブジェクトストレージをアーカイブターゲットにすると自動的
に永久増分方式になります。

② 任意のターゲット名を入力

シナリオ２：クラウドをアーカイブターゲットとして登録
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シナリオ２：クラウドをアーカイブターゲットとして登録

AWS S3バケットの場合、ストレージクラスを指定できます。

③ 接続情報の名を入力
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ターゲットの登録

「ターゲット」メニューを開くと、保存場所のタイプ、健全性、容量や使用率等が把握でるようになっています。
健全性とは、15分毎に実行するストレージへの接続テスト・読み書きテストの結果で判断しており、成功すると緑
のチェックマークになります。失敗時はストレージへのアクセスに問題が発生していることを意味します。

102



４．ポリシーの作成と割り当て
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ポリシーについて

ポリシーとはデータ保護のルールであり、RPO（目標復旧時点）、RTO（目標復旧時間）、保持期間を元に設定し、
バックアップ、コピー、アーカイブなどのジョブを１つにまとめて作成します。このポリシーを保護対象に割り当
てることで、ジョブを実行します。

HYCU画面左「ポリシー」を選択します
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ポリシーの作成

「既定に設定」ボタンは既定のポリシーを設定します。ポリシーを割り当てていないVMや共有フォルダに
ポリシーを割り当てます。Prismから新しくVMを作成し、HYCUがPrismと同期すると、この新しいVMに
も既定のポリシーが割り当てられます。

「R-Shield」ボタンは異常検知（データ変更率の増大）、マルウェア/ランサムウェアスキャンを実行する
時に使用します。
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「タイムウィンドウ」ボタンからバックアップウィンドウとコピーウィンドウを設定します。
ポリシー1つに対し、バックアップウィンドウを一つ割り当てることができる為、異なる時間帯にバックアップを実行
するには複数バックアップウィンドウを作成すると役に立ちます。コピーウィンドウも同様です。

タイムウィンドウ→ バックアップウィンドウの作成

平日は増分バックアップのみ、週末は完全バックアップ
と増分バックアップを実行するようなルールを作成する
ことができます。
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シナリオとしては、S3バケット等へ永久増分方式でデータを保存する場合にアーカイブポリシーを作成します。
NASへのバックアップ時には、アーカイブは特に不要です。
「アーカイブ」ボタンをクリックし、アーカイブのルールを作成します。
ターゲット作成の際に、「アーカイブに使用」トグルを有効化したターゲットが、アーカイブ保存先になります。
日次、週次、月次、年次のジョブが作成でき、組み合わせは自由です。
※オブジェクトストレージへのアーカイブは永久増分方式となり、それ以外のストレージへのアーカイブは常に
完全データ方式になります。

アーカイブポリシーの作成
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R-Shieldポリシーの作成

R-Shieldは、異常検知（バックアップデータの著しい増加）やマルウェア/ランサムウェア検知を行う場合に設定します。
異常検知はエディション問わず使用可能、マルウェアスキャンはプレミアムエディションのみ使用可能です。

※Backup ControllerにCPU/メモリリソースを追加する必要があります
が、ゆとりがない場合はInstanceを展開し、Instanceにスキャンを実行
させることもできます。どのマシンがスキャンを実行するかは製品が自
動判断します。
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バックアップポリシーの作成

「+新規」ボタンからポリシーを作成します

デフォルトでは[有効なオプション]欄でバックアップにチェックが入っています。バックアップのみ実行する
場合はこのままで下の設定に進みますが、アーカイブジョブ等の追加が必要な場合はチェックを入れます。
バックアップウィンドウ設定とコピーウィンドウはトグルを有効にすることで設定できます。

コピー：コピージョブを有効にします。バックアップジョブ完了後、別のターゲットにデータコピーを行います。
リソースに空きのあるタイミング（非同期）で行い、コピーウィンドウで実行時間帯を指定できます。
アーカイブ：アーカイブジョブを有効にします。
Fast restore：スナップショットの保持期間を指定します。複数世代のスナップショットを保持することで、迅速な
復元が必要な場合にはスナップショットから高速復元を実現にします。
Backup from replica：Nutanix保護ドメインを活用し、Nutanixリモートクラスタ上のVMからバックアップをする
場合、ローカルにレプリケートされたレプリカからバックアップを実行します。
R-Shield：データ変更率の閾値設定や、マルウェア/ランサムウェアスキャンの実行設定を行います。
自動割り当て：Nutanix Prism Centralのカテゴリ、VMware vCenterのタグやカスタム属性を指定することで、対象
VMにポリシーを自動で割り当てます。
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シナリオ１：NASへのバックアップポリシー

NASへのバックアップは定期的に完全バックアップを取得しま
す。[新しいバックアップチェーンを開始する]は、完全バック
アップと増分バックアップの連結に関する設定です。

[バックアップのしきい値]次回の完全バックアップを実行する
までのしきい値を指定します。デフォルトでは25％となってお
り、初回完全バックアップの後は増分バックアップを実行しま
すが、前回の完全バックアップから計算してデータ変更率が
25%になると、再度完全バックアップを実行します。

[バックアップチェーンの長さ]では完全バックアップと増分
バックアップの世代数を指定します。この値を7にすると、完全
バックアップ+増分バックアップ6世代＝7世代となります。そ
の次のバックアップが完全になります。

[バックアップのしきい値]と[バックアップチェーンの長さ]の両
方を有効にすると、どちらからの条件に当てはまる時に完全
バックアップを実行します。
※[バックアップウィンドウ]の制限により、完全バックアップ
が実行されないこともございます。その場合は設定より多く増
分バックアップが実行されます。
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シナリオ２：AWS S3への永久増分ポリシー

AWS S3への永久増分方式は
「バックアップ＝スナップショット」と「アーカイブ」
の組み合わせになります。
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シナリオ３：ファイルサーバーの永久増分バックアップの有効化

ファイルサーバーは共有フォルダ単位で「永久増分方式」を有効・無効設定できます。

1. 「共有フォルダ」メニューから対象共有フォルダを選択し、「構成」ボタンをクリック

2. 「永久増分バックアップ」トグルを有効化

以上です。バックアップポリシー内のチェーン設定がどのようになっていても、共有フォルダ

のバックアップは常に増分バックアップになります。
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ポリシーの割り当て

管理画面左の「アプリケーション、仮想マシン、ボリュームグループ、共有フォルダ、バケット」のメニューへ進みます。
保護対象を選択後、「ポリシーの割り当て」ボタンをクリックし、保護対象へポリシーを割り当てます。
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バックアップの手動実行

管理画面左の「アプリケーション、仮想マシン、ボリュームグループ、共有フォルダ、バケット」のメニューへ進みます。
保護対象を選択後、「バックアップ」ボタンをクリックし、手動実行します。
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バックアップのステータス確認

保護対象を選択すると、画面下に詳細ビューが表示されます。

BCKPアイコンはバックアップの意味であり、カーソルを合わせると有効期限が表示されます

FULLは完全バックアップ

INCRは増分バックアップ

COPYはコピーデータ

ARCHはアーカイブ

SNAPはスナップショットを意味します

ディスクを除外したバックアップは
アイコンに●が付きます

バックアップステータスのチェックをクリックすると、ジョブのステータス画面に移動します。
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バックアップのステータス確認

「ジョブ」メニューからジョブを選択すると、ジョブの詳細が確認できます。
「レポートを見る」ボタンからも同じ情報を確認できます。
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５．データの復元
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復元の粒度

仮想マシン：

• 仮想マシン丸ごとを元場所や異なる環境（別ハイパーバイザーやクラウド*）に復元

• ディスク単位の復元

• ファイル/フォルダ単位で元の場所やNASへ復元、ダウンロード

物理マシン：

• マシン丸ごとを仮想環境やクラウド*に復元

• ファイル/フォルダ単位で元の場所やNASへ復元、ダウンロード

ファイルサーバー：

• ファイル・フォルダを元の場所や別のNASへ復元、ダウンロード

アプリケーション：

• Exchangeデータベースまたはメールボックスの復元

• MS SQLやOracle、PostgreSQLデータベースの復元

• Active DirectoryやSAP HANAマシンの復元

*クラウドへの復元（移行）にはプレミアムライセンスが必要です118



HYCU画面左「仮想マシン」を選択し、次に対象マシンを選択します

仮想マシンの復元
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仮想マシンの復元

各ボタンの用途はこちら：

[ファイルの復元] ファイル/フォルダ単位の復元を実行

[復元] 仮想マシンを元の場所や異なる場所、異なるプラットフォームに復元します

[有効期限を切る] バックアップデータを保持期限切れ（削除）にします（復元ではありません）

[R-Shieldステータス] R-Shieldポリシーの結果に対し、OKか否かを入力できます。

[マルウェアスキャンの実行] マルウェア/ランサムウェアスキャンを実行します。

[スナップショットの再作成] NutanixやVMware vSAN/vVolスナップショットを再作成します

[アーカイブの実行] 手動でアーカイブジョブを実行（復元ではありません）
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仮想マシンの復元

「復元」ボタンをクリックします

[VMの復元]を選択すると元のマシンを削除し、バックアップデータを元の設定で復元します。

[VMのクローン]を選択し、[次へ]をクリックして、次に進みます。
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仮想マシンの復元

停止状態のVMをバックアップしている場合、

この警告が表示されますが問題ありませんの

で、無視してください。

復元に使用するデータ

・スナップショット

・バックアップ

・コピー

・アーカイブ

を明示的に指定できます。
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仮想マシンのファイル復元

「ファイルの復元」ボタンをクリックします
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仮想マシンのファイル復元

仮想マシンへの直接復元を実行するには資格情報の

割り当て（権限の付与）が必要です。

資格情報未割り当ての場合は選択できません。
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MS SQLデータベースの復元

「アプリケーション」メニューから対象データベースを選択し、「復元」ボタンをクリックします
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MS SQLデータベースの復元

復元対象のデータベースを選択し、ポイントインタイム

で戻したい任意の時点を入力します。

なるインスタンスを指定し、異なる場所にデータベース

を復元することも可能です。
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MS SQLデータベースの復元

データベースの復元オプションを指定する。
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マルウェアスキャンの実行

マルウェア/ランサムウェアスキャンは仮想マシン/物理マシン/共有フォルダに対して実行できます。

※共有フォルダのスキャンはスナップショットに対して行いますので、バックアップデータに対するスキャンはで

きません。汎用ファイルサーバーのバックアップではスナップショットを使用しないため、汎用ファイルサーバー

の共有フォルダをスキャンすることはできません。

• VMの場合、スキャン開始ポイントとして、スナップショットまたはバックアップを選択できます。

• スキャン対象としてすべてのデータまたは増分（変更）データを選択できます。
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６．ジョブの結果確認とイベント通知、ログ収集
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ジョブの結果確認とイベント通知

管理画面左の「ジョブ」や「イベント」メニューから、ログを確認

イベントはEメールやWebhookによる通知が可能

管理画面のタイムスタンプはブラウザ（OS設定を継承）のタイムゾーンを使用しています。

内部的にはUTCを使用しますが、イベント等を確認すると日本時間で表示されます。
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システム障害やバックアップ失敗等、HYCUサポートにトラブルシューティングを依頼する際は

ログを収集し、送付する必要があります。

画面右上歯車から「ロギング」に進み、「ログを取得する」をクリックします。

ログ収集

※詳細なログを取得する場合はレ

ベルを情報から詳細に変更します。

※ログは循環ログです。古いログ

は上書きされるため、古いログを

長く保持するには最大ログファイ

ルサイズを大きくします。
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７．アカウントの作成と権限付与
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ローカルアカウント以外、例えばActive Directoryのアカウントを使用してHYCU管理画面にサインイン

するには、画面右上歯車から「IDプロバイダー」に進み、Active Directory等のIDプロバイダーを登録す

る必要があります。

IDプロバイダーの追加
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アカウントの作成

管理画面左の「セルフサービス」メニューに進み、「ユーザーの管理」ボタンをクリックします。
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アカウントの作成

「+新規」ボタンをクリックし、ユーザーを追加します。

グループとロールを指定します。
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権限付与

グループにアカウントが追加されました。
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アップグレード（バージョンアップ）



製品のアップグレード：事前準備

事前に新しいバージョンのアップグレード用イメージをサポートポータルから

ダウンロードします。

※バージョン5.2.0以降からアップグレード方法が変更されました。

※作業前にバックアップするか、仮想基盤側でスナップショットを作成することをお勧めします。
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① ジョブの停止
「画面右上の歯車」→「電源オプション」に進み、「すべて一時停止」を選択の上、
保存ボタンをクリックします。

事前作業
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② バックアップ用として、Nutanix Prismから
HYCU VMのスナップショット作成を推奨します。

④ リリースに進み、アップグレード元で「ファイル
をアップロード」を選択し、ダウンロードしたhycu-
x.x.x-xxx.hyimgを選択します。
最後に「ソフトウェアのアップグレード」ボタンをク
リックします。

③ ソフトウェアのアップグレードに進みます。

製品のアップグレード
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アップグレード完了後、Nutanix Prismで作成した
スナップショットは削除して大丈夫です。
インスタンスは次回同期時に自動的にアップグレー
ドします。10分程度で完了します。
インスタンスメニューから確認できます。

⑤ アップグレード実行中は強制的にログオフされ、
ログインはできません。
※アップグレードは５分程度で完了します。

⑥ アップグレード完了後にログインします。
画面左下に表示されるバージョンから、
x.x.x-xxxへ更新されたことが確認できます。

製品のアップグレード
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⑦ ジョブの再開
「画面右上の歯車」→「電源オプション」に進み、「再開」を選択の上、
Saveボタンをクリックします。以上です。

事後作業
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アップデート（修正パッチ適用）



製品のアップデート：事前準備

アップデートとは、バージョンアップではなく同一バージョン内で修正パッチを適用
することであり、通常はサポートチームから提供されます。
※サポートポータルには表示されません。
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① ジョブの停止
「画面右上の歯車」→「電源オプション」に進み、「すべて一時停止」を選択の上、
保存ボタンをクリックします。

事前作業
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② ソフトウェアのアップグレードに進みます ③ アップデートを選択し、ダウンロード済みの
アップデートを追加します

アップデート（修正パッチ）の適用
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④ 追加したアップデートを適用します。
※自動的にサインアウトします。
数分で再サインイン可能になります。
バックアップコントローラー側は以上です。

アップデート（修正パッチ）の適用

インスタンスも同様にアップデートします。
⑤ インスタンスに進みます。
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⑥ アップデートをクリックします。

アップデート（修正パッチ）の適用

⑦ 数分後、インスタンスメニューを再表示すると、
アップデートが適用されたことが確認できます。

以上でアップデート作業は終了です。
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⑧ ジョブの再開
「画面右上の歯車」→「電源オプション」に進み、「再開」を選択の上、
保存ボタンをクリックします。以上です。

事後作業
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セルフサービス



①グループ「テナントA」の作成

ハイパーバイザー側のカテゴリ、VMタグ、カスタム属性を指定
することで、テナントにVMを自動割り当てすることもできます。
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②テナントAへアカウントを追加
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③リソースをテナントAに割り当て
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④テナントAのアカウントでサインイン

テナントAに割り当てられたリソースのみ表示される
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※既定では全てのポリシーが表示されるため、グループ毎で表示するポリシーを制限する場合は次の手順を実行してください。
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⑤グループに割り当てられたリソースのみ表示する

① HYCU Backup ControllerにSSH接続

ユーザー名：hycu

パスワード：hycu/4u

②

③

sudo nano /opt/grizzly/config.propertiesを実行します

以下のパラメータを追加します

policies.group.specific.synchronized=true

CTRL + X を入力し、次の確認でY を入力し保存します

sudo service grizzly restartコマンドでgrizzlyサービスを再起動し、

SSHセッションを終了します
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⑥テナントアカウントでログインした画面

Exclude以外のポリシーが表示されなくなります
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⑦Admin（管理者）アカウントでサインインし、ポリシーを作成

※名前規則：グループ名_ポリシー名
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⑧再度テナントアカウントでサインイン

「グループ名_ポリシー名」の
ポリシーだけが表示されます
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